
（別紙３）

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 17人 （回答者数） 13人

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 13人 （回答者数） 13人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・感動を与えられる活動を増やしていける様に努めていきま

す。

2

子ども達のやりたい事や好きな事をもっとヒヤリングして考

える、作る、相談するなど関る事の楽しさを知れる機会を

もっと増やしていきます。

3

・こども達同士で関係を築けるように、協力して行えるよう

な活動に今後も取り組むと共に、施設間交流にももっと力を

入れていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・ブログやホームページなどを活用して、日々の活動内容を

伝える。

2
・研修制度の見直し

・他施設との交流機会を増やす。

3
・月間のスケジュールやブログ、ホームページを活用するな

ど適時計画の連絡について努めていく。

○事業所名 デイサービスまりも平野

○保護者評価実施期間
令和7年3月15日

○保護者評価有効回答数

令和7年3月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年4月15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

イベントや避難訓練などの実施について保護者に正しく伝わっ

ていない。
・情報発信が不十分である。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

活動の内容が保護者にわかる様に伝わっていない。

・日々の取り組みについて情報伝達が不十分である。

・活動内容を写真などを見せてお伝えしているが、保護者がイ

メージ出来ていない可能性がある。

新入社員も含めた専門的な知識の習得
・新人研修や社内研修の充実化

・他施設への見学など外部研修の実施

戸外活動を通して自然とのふれあいや他施設との関わりを持て

ている事。

・自然の多い公園に外出を行っていたり、季節を感じる取り組

みから五感を楽しめるような活動を行っている。

・グループでの強みを活かし他事業所との交流を行っている。

スタッフ一人ひとりが子どもの課題に合った取り組みを考えて

情報を共有し支援に活用している事。

こどもの好きなおもちゃ等を工作を通してスタッフと一緒に作

るなどして、巧緻運動などにも積極的に取組み、自分達で作っ

た物という意識から物を大切にする事も学べている。

異年齢の関わりから家庭では取り組めない人間関係の構築を体

験でき社会性や人間関係の構築を行うことが出来ている。

・異年齢の興味関心に触れる事で興味が広がり、楽しいが増え

る事で自身の豊かさに繋がっている。

事業所における自己評価総括表公表


